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写真1 写真2
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浸水域の調査（3月23日）浸水域の調査（3月23日）
写真1：浸水で掃き寄せられた藁 写真2：水路方向に倒れた草と漂着物写真1：浸水で掃き寄せられた藁 写真2：水路方向に倒れた草と漂着物

写真3：右の水田が浸水
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荒浜～大沼～仙台東IC沿いの調査（2011年4月6日）

仙台東IC

大沼

写真4

写真6

写真7

貞観津波堆積物の

写真5

貞観津波堆積物の
分布限界 荒浜

貞観津波堆積物の
調査地点（2009年2月～）

貞観津波に関する調査（1998年～）
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写真5：薄い砂層

写真6：砂層なし

写真7：泥の堆積状況
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写真4：貞観津波の砂層



津波堆積物の比較津波堆積物の比較

• 今回の津波

– 砂層が海岸線から約1kmまで分布（？）

– 砂層の厚さは10cm以下

– 浸水域は水田の泥で覆われている

• 貞観津波貞観津波

– 砂層が当時の海岸線から約3kmまで分布

砂層の厚さは30cm（最大）～1cm以下（内陸端）– 砂層の厚さは30cm（最大）～1cm以下（内陸端）

– 泥の堆積状況は不明
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遡上距離と浸水高の比較遡上距離と浸水高の比較
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まとめまとめ

在 貞観 時 も海岸線が• 現在の仙台平野は、貞観当時よりも海岸線が沖側に移動し
ているが、今回の津波で貞観津波とほぼ同じ場所まで浸水
しているしている

• 内陸部の浸水高は、今回の津波の方が数10cm程度高い可
能性がある能性がある

• 仙台平野の調査結果から判断すると、今回の津波は貞観津
波よりも規模が大きいと思われる波よりも規模が大きいと思われる

• なお、貞観津波は痕跡の南限・北限が定まっておらず、波源
域の大きさ（地震の規模）は未確定である
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波源域（断層モデル）の比較波源域（断層モデル）の比較

上端深さ 長さ 幅 走向 傾斜角 滑り角 滑り量
Mw

(km) (km) (km) (°) (°) (°) (m)

東北地方太平洋沖地震 断層1 10 199 85 202 18 97 27.7 8.7

（国土地理院） 断層2 10.1 176 82 201 15 81 5.9 8.2

貞観地震
（菅原ほか，2011）

14 200 85 203 10 90 5.6-6.6 8.32-8.37

※貞観地震の断層モデルは、仙台平野での津波堆積物の調査結果に基づく推定
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貞観津波の再現計算貞観津波の再現計算

※地形は貞観当時を復元
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